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問
　
工
藤
議
員

①
本
年
度
が
、
町
長
の
町
政
運
営
の

最
終
年
度
と
な
る
が
、
町
の
将
来
を

含
め
た
基
本
姿
勢
を
示
し
て
ほ
し
い
。

②
４
期
16
年
間
、
町
の
か
じ
取
り
を

し
て
き
た
の
で
集
大
成
と
し
て
の
事

業
を
残
す
べ
き
と
思
う
。
新
規
事
業

の
構
想
、
計
画
が
有
る
の
か
。

③
町
長
の
も
と
で
、
ゆ
と
り
の
風
呂
、

椿
山
温
泉
と
閉
館
と
な
っ
た
。
令
和

５
年
度
の
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
を
見
る
と
風
呂
、
温
泉
の
再
開
を

望
ん
で
い
る
。
町
民
の
要
望
に
応
え

る
こ
と
も
大
事
か
と
思
う
が
考
え
を

伺
う
。

答
　
町
長

①
新
年
度
は
、
２
年
連
続
で
豪
雨
災

害
を
受
け
被
災
し
た
道
路
や
河
川
、

農
地
や
農
業
用
施
設
の
復
旧
を
最
優

先
と
す
る
。
ま
た
、
白
神
山
地
を
は

じ
め
と
す
る
当
町
の
観
光
資
源
、
文

化
資
源
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
て
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
て
、
一
層
の

誘
客
促
進
を
図
っ
て
い
く
。
私
は
、

町
長
就
任
以
来
一
貫
し
て
、
第
１
次

産
業
の
振
興
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、

移
住
・
定
住
対
策
、
集
落
の
活
性
化
、

地
域
医
療
の
充
実
、
道
路
等
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
、
町
財
政
の
健
全
化
な
ど

を
掲
げ
て
お
り
、
そ
れ
は
現
在
も
変

わ
ら
な
い
。

②
こ
れ
ま
で
、
色
々
な
施
策
、
事
業

を
実
施
し
て
き
た
。
集
大
成
と
し

て
の
事
業
を
残
す
べ
き
と
い
う
こ
と

だ
が
、
必
ず
し
も
集
大
成
と
し
て
の

事
業
を
、
と
は
考
え
て
な
い
。
追
良

瀬
バ
イ
パ
ス
、
岩
崎
バ
イ
パ
ス
、
西

津
軽
能
代
沿
岸
道
路
の
整
備
促
進
は
、

地
域
の
活
性
化
や
災
害
対
策
と
し
て

必
要
不
可
欠
な
も
の
と
考
え
て
い
る

し
、
豊
富
な
森
林
資
源
を
生
か
し
た

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
も
進
め
て
い
き
た
い
。
こ
れ
か
ら

実
施
す
る
事
業
と
し
て
は
、
旧
県
立

木
造
高
校
深
浦
校
舎
に
、
老
朽
化
し

た
公
民
館
、
文
学
館
、
資
料
館
を
集

約
し
、
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
利

活
用
す
る
方
向
に
加
え
て
、
図
書
、

ス
ポ
ー
ツ
、
子
ど
も
が
集
え
る
遊
び

の
場
、
ふ
れ
あ
い
と
賑
わ
い
の
場
と

し
て
整
備
を
進
め
た
い
。
私
と
し
て

は
、
残
り
の
任
期
を
精
一
杯
、
全
力

で
全
う
す
る
所
存
で
す
。

③
令
和
６
年
度
か
ら
新
た
な
体
制
で

運
行
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や

弘
南
バ
ス
の
地
域
公
共
交
通
に
よ
り
、

町
内
で
は
不
老
ふ
死
温
泉
と
深
浦
観

光
ホ
テ
ル
の
御
協
力
で
、
町
民
が
温

浴
施
設
を
利
用
で
き
る
予
定
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
弘
南
バ
ス

の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
（
メ
ゴ
イ
カ
）
で
町

内
の
全
区
間
を
１
乗
車
１
０
０
円
で

乗
降
で
き
た
の
が
、
さ
ら
に
令
和
６

年
度
以
降
は
、
弘
南
バ
ス
・
深
浦
線

全
区
間
（
鰺
ヶ
沢
営
業
所
～
弁
天
）

を
１
乗
車
１
０
０
円
で
乗
降
で
き
る

よ
う
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
大
戸
瀬
地
区
の
方
も
、
鰺

ヶ
沢
町
の
温
浴
施
設
へ
移
動
が
１
回

１
０
０
円
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

る
。

わが町のここが聞きたい

町長の最終年度 
　　　　町の基本姿勢は問
豪雨災害の復旧を最優先し、
　　　　　　　誘客促進を図る

答

質問者の動画が
視聴できます。

工藤　博利 議員
く どう としひろ
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わが町のここが聞きたい

森
林
で
収
入
や
雇
用

対
策
に
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
の
活
用
を

『
調
査
・
研
究
し
て

活
用
を
検
討
し
た

い
』

問
　
工
藤
議
員

　

当
町
で
も
、
間
伐
が
必
要
な
山
林

が
多
数
見
ら
れ
る
中
、
森
林
整
備
の

補
助
事
業
の
活
用
と
合
わ
せ
て
間
伐

材
を
利
用
す
る
こ
と
で
所
有
者
の
負

担
軽
減
や
収
入
の
確
保
、
さ
ら
に
は

雇
用
対
策
に
も
な
り
得
る
と
思
う
こ

と
か
ら
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と
し
て

の
活
用
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
　
町
長

　

当
町
と
し
て
も
、
資
源
と
し
て
の

持
続
的
利
用
を
図
り
な
が
ら
、
森
林

の
適
切
な
整
備
・
保
全
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
。
し
か
し
、
木
材
価
格
の

低
迷
と
森
林
所
有
者
の
高
齢
化
や
経

営
意
識
の
低
下
か
ら
、
間
伐
等
の
手

入
れ
が
さ
れ
て
な
い
森
林
が
多
く
見

ら
れ
る
。
今
後
は
、
木
材
利
用
も
促

進
し
、
新
た
な
雇
用
機
会
の
創
出
や

起
業
促
進
な
ど
を
目
指
す
が
、
そ
の

た
め
に
は
、
町
内
で
の
木
材
需
要
の

拡
大
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
の
活
用
も
検
討
項
目
と
し
て
い

る
。
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
熱
利
用
に

は
、
木
材
の
供
給
体
制
や
、
木
質
ボ

イ
ラ
ー
の
導
入
や
維
持
の
経
費
な
ど
、

活
用
ま
で
に
は
十
分
な
検
証
が
必
要

だ
が
、
今
後
、
そ
の
活
用
機
会
は
増

え
る
と
思
う
の
で
、
先
進
事
例
を
調

査
・
研
究
し
な
が
ら
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
の
活
用
を
検
討
し
た
い
。

今
年
も
花
火
大
会
の

計
画
は
あ
る
の
か

『
実
行
委
員
会
が
計

画
の
立
案
に
取
り

組
む
』

問
　
工
藤
議
員

①
昨
年
は
白
神
山
地
世
界
遺
産
登
録

30
周
年
記
念
事
業
と
し
て
花
火
大
会

が
行
わ
れ
大
変
盛
況
で
あ
っ
た
。
今

年
は
計
画
が
あ
る
の
か
。
あ
れ
ば
事

業
計
画
の
内
容
を
伺
う
。

②
最
近
、
各
町
村
で
行
わ
れ
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
で
恐
竜
の
着
ぐ
る
み
を
着

て
疾
走
す
る
競
技
、
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ

ル
ス
レ
ー
ス
を
当
町
で
開
催
す
る
考

え
は
な
い
か
。

答
　
町
長

①
昨さ

く

夏な
つ

、
開
催
し
た
深
浦
町
海
上
花

火
大
会
が
、
町
内
外
か
ら
た
く
さ
ん

の
御
好
評
を
頂
戴
し
た
。
そ
う
い
っ

た
声
を
踏
ま
え
て
、
引
き
続
き
開
催

す
る
た
め
新
年
度
の
当
初
予
算
に
計

上
し
た
。
計
画
の
内
容
は
、
ま
ず
実

行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
後
、

民
間
の
力
も
生
か
す
よ
う
な
計
画
の

立
案
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

②
昨
年
度
い
く
つ
か
の
地
域
で
行
わ

れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
民
間
事
業
者

や
団
体
、
有
志
団
体
が
実
施
し
て
い

た
よ
う
で
、
笑
顔
溢
れ
る
イ
ベ
ン
ト

だ
と
伺
っ
て
い
る
が
、
町
が
主
導
し

て
開
催
す
る
予
定
や
、
新
年
度
に
お

い
て
町
が
主
催
す
る
計
画
は
な
い
。

▲︎昨年、行政視察したようす
㈱大仙バイオマスエナジー 木質バイオマスエネルギー施設（最上町）


